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8 月 29 日、マレーシア中央銀行バンク・ネガラ(BNM)は 2008 年第 2 四半期の経済成長率（GDP）を前年同期

比でプラス 6.3%と発表した｡内需の伸びは減速したものの、堅調な外需が成長を下支えした。08 年上半期は

6.7％の成長となり、07 年上半期の 5.6％を上回った。 

 

同日、マレーシア財務省は、０８－０９年経済見通しを発表。０８年の GDP 成長率は 5.7％と予想し、３月発表の

政府予想の 5～6％の範囲内に収まる形となった。０９年は 5.4％と予測している。一方、統計局が 8 月 22 日に発

表した 7 月の消費者物価指数(CPI)は前年同月比で 8.5%上昇し、6 月 5 日にマレーシア政府が実施したガソリン

など燃料価格の大幅な値上げが大きく影響して、27 年ぶりの高い値となった。GDP の成長減速とインフレ圧力が、

依然としてマレーシア経済にとって「双子の脅威」になっている。 

 

【産業別 GDP 成長率】 

産  業 内     容 

農業 パームオイルの生産高が大幅に拡大（前年同期比 21.6％）したことが寄与し、農業

全体では前年同期比でプラス 5.9％と堅調に推移した。 

鉱業・採石業 原油の生産高は前年同期比プラス 6.8％と堅調に推移した。一方、天然ガスの生産

高がマイナス 6.8％、コンデンセートの生産高がマイナス 8.7％となったことから、鉱業

全体では前年同期比でマイナス 0.5％に落ち込んだ。 

製造業 自動車産業の生産拡大で輸送設備部門がプラス 20.2％と高い伸びを示し、牽引役

を果たしたことから、製造業全体では前年同期比でプラス 5.6％の成長となった。 

建設業 建設原材料コストの上昇を受け、土木事業が減少したことから、前年同期比でプラ

ス 3.9％と成長が鈍化した。 

サービス業 卸売・小売部門はプラス 12.6％、運輸・倉庫部門はプラス 8.1％、通信部門はプラス

7.9％、金融・保険部門もプラス 7.5％と堅調な伸びを示したことから、サービス業全

体ではプラス 7.6％となった。 

 

【産業別実質 GDP 成長率の推移（四半期ベース、前年同期比）】        （単位：％） 

2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2007 年 2008 年 年 度 

業 種 通年 通年 通年 通年 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

全産業 6.8 5.0 5.9 6.3 5.7 6.7 7.3 7.1 6.3 

農業  4.7 2.6 5.2 2.2 -1.5 1.9 4.7 6.3 5.9 

鉱業 4.1 -1.3 -0.4 3.3 7.8 2.5 3.5 3.7 -0.5 

製造業 9.6 5.3 7.1 3.1 1.5 3.3 5.6 7.0* 5.6 

建設業 -0.9 -1.8 -0.5 4.6 4.8 4.7 4.7 5.3 3.9 

ｻｰﾋﾞｽ業 6.4 6.7 7.2 9.7 9.4 10.5 9.3 7.9* 7.6 

*前回発表の値を今回発表時にて修正 

 


